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灘　観究の問題と目的
　生徒指導とは、『生徒指導提要』によれば「一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性
の伸長を籔りながら、社会的資質や行動力を高めることを目指して行われる教育活動と
規定されている．そして、睦徒指導は、すべての児童生徒のそれぞれの人格のよりよい
発達を目指すとともに、学校生活がすべての児童生徒にとって有意義で興味深く、充実し
たものになること」を日指したものであると説明されている。また、生徒指導の積極的な
意義とは「教育課程の内外において一入一入の児童生徒の健全な成長を促し、児童生徒自
ら現在及び将来の自己実現を図っていくための自己指導能泊の育成を農指す」ことであ
る。噛己実現の基礎にあるのは、錘常の学校生活場颪における様々な自已選択や自己決
定である］ことから、自己選択や自己決定の機会を与えて、教職員が適切に指導や援助を
行っていくことで、児童生徒を育てていくことにつながる。自己指導能力をはぐくんでい
くのは、㌧ w習指導の場を含む、学校生活のあらゆる場や機会であることから、授業や休み
時問、放課後、部活動や地域における体験活動の場においても、生徒指導を行うことが必
要であるω。
　『小学校学習指導要領』においては、総則において指導計画の作成等に当たって配慮す
べき事項として鴫ごろから学級経営の充実を図り、教師と児童の信頼関係及び児童相互
の好ましい人間関係を育てるとともに、児童理解を深め、生徒指導の充実を図ること］と
定められている訟。雫学校、高等学校の場合には、このような規定に加えて「生徒が自主
（主体）的に判断、行動し積極的に自己を生かしていくこと」と生徒指導を充実させる方
向付けがなされている（3）。
　では、実際の学校教育現場ではどのように生徒指導に取組んでいるのであろうか。
　小学校における生徒指導の現状について研究を行った増田らによれば、「学校教育活動
上、生徒指導は大切であると言われながら、現実的には、職員間で生徒指導に対する認識
が共有され、共通理解のもとに指導が行われることは容易ではない］ぷという。そして、
その背景には「生徒指導の意義の捉え方やその理解など生徒指導観の不一致から児童に対
する適切な指導、援助のための情報の共有化が、全職員で十分に成されていない現状があ
る」旧という。
　生徒指導を充実させていくためには、全教職員の共通理解のもとに指導を行っていく必
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要があることは明らかであるが、教師間での生徒指導の意義の捉え方やその理解等の生徒
指導観の不一致はなぜ生じてしまうのだろうか。その原因の一つとして、教師白身が過去
に経験した生徒指導の枠にとらわれていることが考えられる。そこで、本稿においては、
教師聞の生徒指導観の不一致の原因の一つとして、生徒指導を担う教師自身が在学中に学
校教育において体験した生徒指導の在り方が、思考の枠を作って阻害要因になっているの
ではないかという仮説のもとに、教職志望学生を対象として研究を進める。
　大学生たちは、小学校、中学校、高等学校12年閥を通して、学習指導の場を含む、学
校生活のあらゆる場や機会において生徒指導を体験しているはずである。『生徒指導提
要』によれば、生徒指導の自指しているのは、「現在及び将来の自己実現を図っていくた
めの自己指導能力の育成」であり、密己実現の基礎にあるのは「自己選択や自己決定」
であるという．したがって、大学生には12年間の学校生活を通して「現在及び将来の轡
己実現を図っていくための自己指導能党」を育成するような指導や、「自己選択や自己決
定］の機会が与えられていたはずである㈲。
　本稿では、将来教職に就くことを目指す大学生に、①生徒指導とはどのような指導だと
思うか、②実際にどのような生徒指導を受けたか、③現在及び将来の自己実現を図ってい
くための自己指導能党を育成するような指導を受けたか否か、④自己選択や自己決定の機
会が与えられていたか否かを調査し、彼らの生徒指導に関する意識を検討することを目的
とする。そして、学校教育現場における生徒指導を充実させるための教師間の生徒指導観
の共通理解の基盤を形成するために、教職志望の学生に対する大学における生徒指導に関
する教育に求められていることを明らかにする。
2　教職志望学生の意識調査
2－～　対象者及び調査期日
　教職課程を履修している新潟県内の大学1、2年生47名を対象に、20』1年鷲月に4つの
質問から成る質問紙による調査を実施した。調査対象者は、大学の教職課程における生徒
指導に関する授業は未履修である。
2－2　調査内容
　質問1　あなたは「生徒指鞠とはどのような指導を誰に対して行うものであると考え
　　　　　ますか。
　質問2　あなたは、小学校、中学校、高等学校在学時にどのような生徒指導を受けまし
　　　　　たか。それぞれの時期ごとに具体的な指導内容を記入してください．受けてい
　　　　　ない場合には「受けていない」と記入してください。
一一 X魂一
質問3
質問4
あなたは、小学校、中学校、高等学校在学時に「将来の自己実現を図るための
自己指導能力」を育成するような指導を受けましたか。それぞれの時期ごとに
謬体的な指導内容を記入してください。受けていない場合には「受けていな
い」と記入してください。
あなたは、小学校、中学校、高等学校在学時に「自己選択や自己決定」の場や機
会を与えられましたか。それぞれの時期ごとに具体的な場や機会を記入してく
ださい。与えられていない場合にはザ与えられていない］と記入してください．
2－3　講奮灘欝果
　調査対象とした47名のうち、大学入学以前に海外で学んでいた学生1名を除く、46名を
分査の対象とした。
（1）質問1
　結果をTable　1に示す。調査対象者は、「生徒指導」とはどのような指導かという問いに
ついて、脹装や頭髪等の校則違反の指導（23人）、礼儀や規則、挨拶等の社会的マナーの
指導（且人）、授業態度、時聞の厳守等の学校生活を円滑にするための指導（9人）、いじ
めを行っている場合等の問題行動の指導（6入）、進路に関する指導（5人）、集団生活に関
する指導（2人）と考えていた。つまり、調査対象者の多くが、生徒指導とは、校則、蛙
会的マナー、時間の厳守といった何らかの決まりを守ることに対する指導と捉えている。
それに続いて、いじめ等の問題行動が見受けられる場合の指導、進路指導となっている。
　また、雛に対する指導か」については、ヂ全体に対する指導と個別の指闇と答えた学生
は、46人中3人（6．5％）、「全体に対する指導」26人（56．5％）、「個別の指導」17人（37刀％）
であった。
Table　1　生徒指導の内容
難雛 騰蕪難w 難灘　態繋灘懲難　　　薦　騰　溝　閣　縫　鐙　霧　厳　懸 難羅w灘動　懇鞭　措鑛　識蕪　蘇　話 灘鰭鯵閣霧る懸難
人数 23 11 9 6 5 2
（回答者46名　複数漁答）
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（2）質問2
　結果をTabl穆2に示す。小学校、中学校、高等学校在学時に受けた生徒指導について、
小学校在学時は、生徒指導は受けていない（斑人）が一番多く、続いて、学校内のルール
に関する指導（14人）、挨拶・言葉使いに関する指導（7人）、登下校時の交通マナーに関
する指導（6人）、友だちづきあいに関する指導（5人）であった．申学校在学時は、服装に
関する指導（27人）が巖も多く、続いて、頭髪に関する指導（7人）、学校内のルールに関
する指導（7入）、服装・頭髪以外の校則違反に関する指導（6人）、進路指導（6入）であっ
た。受けていないと答えたのは7人で、小学校在学時より減少している。高等学校在学
時は、中学校在学縛と岡様に服装に関する指導②6人）、続いて、頭髪に関する指導（11
人）が多かった。その次に多かったのは、進路指導（6入）、登下校時の交通マナーに関す
る指導（5人）であった。受けていないと答えたのは9人で、中学校在学時より著干増加し
ている。
　　　　胎bl已2　小学校・中学校・高等学校在学時の生徒指導の内容
綴装 頭髪 雛醗1 挨拶霧暴綴麟 難麟 継講過懸欝 雛習欝澱 進蹟懸溝 縫欝難 常磐トき鍵龍 誘難 鱈馨継愛鍵礁襟躯 覚え購螢
小 o o 乏4 7 5 6 3 3 1 ⑪ o 3 絡 2
中 27 7 7 4 3 3 1 1 6 6 2 6 7 o
高 鵠 11 3 1 1 5 o 2 6 2 1 4 9 1
（回答巻46名　複数漁答）
（3）質問3
　結果をT翻e3に示す。「将来の欝己実現を図るための自己指導能力」を育成するような
指導は、小学校、中学続、高等学校すぺてにおいて、「受けていない」「覚えていない」と
の回答が多かった。小学校在学時は、受けていない135人、覚えていない：5人、中学校
在学時は、受けていない：23人、覚えていない：鱒入、高等学校在学時は、受けていな
い124人、覚えていない17人であった、その他の回答としては、小学校在学時は将来の
夢に関する指導（4人）、中学校・高等学校在学時は進路指導（中学校110人、高等学校：
黙人）を通して将来の自置実現を図るための自己指導能力を育成するような指導が行われ
たとのことであった。
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（4）質問ヰ
　結果をTab］e　4に示す。憤己選択や断ヨ決定の場や機会」については、小学校在学時に
最も多かったのは、場や機会は無かった（謬人）という回答であり、覚えていない（3人）
という学生もいた。続いて、委員会活動（6入）、係活動（5人）、習熟度別クラス（3人）、
クラゴ活動（3人）、学校行事（2人）、上級学校体験（2人）において自己選択や自己決定の
場や機会が与えられたと回答している。中学校在学時で最も多かったのは、進路選択G8
人）であった．続いて、選択授業（10人）、部活動（7人）、職場体験（5人）、生徒会選挙
（4人）、委員会活動（3人）、上級学校体験（3入）においてであった。小学校ほど多くはな
いが、場や機会は無かった（7入）、覚えていない（3人）との回答もあった。高等学校在学
時に最も多かったのは、中学校と同様に進路選択ぱ7人）であった。さらに、文系・理系
のコース選択（摺名）、選択授業（9人）も多かった。部活動（5人）、生徒会選挙（3人）等
がそれに続いた。場や機会は無かった（8人）、覚えていない（3人）は、寧学校在学時とほ
ぼ同数であった。
　　　T識ble　3　小学校・中学校・高等学校在学時
『将来の自己実現を図るための自己指導能力』に関する指導
麟捲嶽灘い慰　嚢　織　羅 鴬鑑蕊縁M 難雛 灘難、　　　難灘蒸　　　　趣
TトP⑳
灘㌣㍗1
捧灘⑳講画襲 欝涜
繒?
E拓@磯
小 35 5 4 o 1 1 ⑪
中 23 10 10 1 1 o 1
高 24 7 15 o 0 0 o
〔回答者46名）
Ta回e4　小学校・中学校・高等学校在学時
　　噛己選択や自己決定』の場や機会
場欝機機凝む 覚灘藻蘇 撒鷲
蜿n蒸穫
I鋼
選撫授業 逡鑛選撫 綴慧醐 養舞饗 蕪 烹ラ欝榔懸翻 欝鱗縫蕪 職場蕪験 簸醗藻鍵 嚢級欝鱗灘験 態徒畿選雛 修欝籏縫禦鍵 懸⑳弛
小 22 3 3 0 0 0 6 5 3 2 1 1 2 0 o 4
中 7 3 2 m 18 o 3 ◎ 7 0 5 1 3 4 1 2
高 8 3 0 9 17 饅 1 o 5 0 1 1 o 3 2 2
掴答者46名　複数回答）
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2－4　調査結果の考察
　生徒指導とは集団指導と掴別指導に分けられ、このどちらについても、成長を促す指導
（すべての児童生徒を対象に、個性を伸ばすことや、自身の成長に対する意欲を高めるこ
とをねらいとする）、予防的指導（一部の児童生徒を対象に深刻な問題に発展しないよう
に、初期段階で諸課題を解決することをねらいとする）、課題解決的指導（深刻な問題行
動や悩みを抱えている児童生徒に対する特別な支援）に分けることができる（7～。
　質問1の結果では、調査対象者のうち、生徒指導について「全体に対する指導と掴別の
指導」と答えた学生は、46人申3人紙5％）のみであった。それ以外の学生は、「全体に
対する指導」あるいは「個別の指導」のどちらかを行うものであると捉えていた。つま
り、学生たちのほとんどは、生徒指導には集団指導と個別指導の側面があることを意識し
ておらず、生徒指導とは、校則、社会的マナー、時間の厳守といった何らかの決まりを守
ることに対する全体指導、あるいは問題行動に対応する個別指導と捉えていた。
　この結果は、質問2において、「小学校在学時は生徒指導を受けていなかった］と回答し
た学生が最も多かったことにも反映されている。生徒指導を鞠題行動を起こした児童生
徒に対する偲別指導」と捉えていた場合、小学校在学時に問題行動を起こすことはなく、
それに対する指導を受けなかった場合には、生徒指導を受けなかったと回答するだろう。
「服装や頭髪についての校則を守らせるための指導」と捉えていた場合には、服装や頭髪
に関する明確な校則等が設けられていることがほとんどない小学校在学時には生徒指導を
受けなかったと回答するだろう。実際に、服装や頭髪に関する規定を含む明確な校則等が
設けられている中学校・高等学校在学時には、調査対象者の多くが［服装や頭髪に関する
指鞠や「校則違反に関する指導」を生徒指導であると捉えていた。
　質問3では、　「将来の自己実現を纒るための自己指導能力」を育成するような指導は、
小学校、中学校、高等学校すべてにおいて、「受けていない」「覚えていない」との回答が
多かった。質問4では、酒己選択や自己決定の場や機会」は、小学校在学時は最も多かっ
たのは「無かった」という回答であったが、中学校・高等学校在学時は「進路選靴「選
択授業」「文系・理系のコース選択パ部活動］といった多様な場や機会が挙げられた。
　『生徒指導提要』においては、質問3で尋ねた密己実現の基礎にあるのは、質問4で尋ね
た日常の学校生活場面における様々な自己選択や自己決定であると述べられていることか
ら、両者は密接に結びついているはずである。しかしながら、質問4で噛己選択や自己
決定の場や機会があった」と答えている学生でも、質問3では「将来の自己実現を図るた
めの自己指導能力を育成するような指鞠は暖けていないパ覚えていない」と回答し
ている。この結果から、学校教育場面における「自己選択や自己決定」の経験がその先の
噛己実現」と結びついていないことが示唆される。
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　自己選択や自己決定はそのまま自己実現を意味するのではなく、選択や決定の際によく
考えることや、その結果が不本意なものになっても真摯に受け止めること、自らの選択
や決定に従って努力することを通して、将来における霞己実現を可能にするカがはぐく
まれる蹴ことから、こういったことを通して、噛己選択や自己決定」の経験とその先の
「自己実現」とを結びつける指導が必要である。
　また、質問4における噛己選択や自己決定］の場や機会として若干の学生が挙げてい
る「生徒会活動パ学校行事」は、生徒指導と極めて深い関係である特別活動に位置づけ
られる活動であり、全児童生徒を対象としている。特別活動には「学級活動」も含まれて
いるが、学級活動の場面を挙げた学生は全くいなかった。全児童生徒が対象となっている
にもかかわらず、これらの特別活動に位置づけられる活動を挙げた学生がわずかであるこ
とは、小学校から高等学校までの特別活動においてそのねらい働が十分に達成されていな
い可能性が示唆される。
　学校行事等全員が参加する活動については、児童生徒が単に参加しているだけというの
では、せっかく準備された場や機会であっても「やらされている」という他律的な印象を
ぬぐえないため、ドどんな気持ちで参加したいか」「どんな行事にしたいか」を悶いかけ、
考えさせることが必要である。そして、「どんな気持ちで臨むのか」という目標を持って
参加させることによって「主体的に参加している」という気持ちにつながるという。ま
た、自分がそこでどのような役割を果たすのかを自覚させることも大切である働。した
がって、自己決定や自己選択を求める指導を行う場金には、活動についての主体性を持つ
ことができるようにすることも同時に保障する必要がある。
　さらに、質問4で多くの学生が「自己選択や自己決定」の場や機会として挙げている中
学校の「選択教科」は、現行の学習指導要領においては略学校においては、選択教科を
開設し、生徒に履修させることができる」という規定になり〔ω、必修科目の位置づけで
はなくなっている。したがって、中学校における噛己選択や自己決定」の場や機会の拡
充も新たな課題である。
3　大学の教職課程における『生徒指導』に関する取組の現状
　教育職員免許法施行規則においては、第6条においてト小学校、申学校又は高等学校の
教諭の普通免許状の授与を受ける場合にあっては、生徒指導の理論及び方法、教育相談
（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法並びに進路指導の理論及
び方法を含むものとする」と定められている（4単位）。また、生徒指導と極めて深い関
連がある総と位置づけられている特別活動の指導法についても、履修することと定めら
れている（2単位）。
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　教職志望学生たちの生徒指導に関する意識を変化させるためには、大学におけるこれら
の生徒指導に関する指導の機会を積極的に活用し、生徒指導についての薪たな知識を教授
すること、教師を目指す仲聞と学び☆うことを通して、教職を際指す学生たちが体験して
きた生徒指導の枠を超えることができるような指導を行い、鐵らの学校教育経験によって
持つにいたった生徒指導に対する固定的なイメージ・印象を変革する必要がある。また、
学生たち自身が意識していなかったことが明らかになった特別活動における生徒指導的な
役割についても授業において積極的に取り上げ、自らが学校教育を通して獲得した諸経験
を生徒指導の観点から捉えなおしていくための指導が求められる。そのためには、生徒指
導に関する授業科副璽当者らと特別活動の指導法の授業科闘担当者とが共通理解を持って
授業を展開する必要がある。
　教育職員免許法で定められている「生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目」
は晶単位2科欝、「特別活動の指導法」は2単位1科目であり、学生たちが小学綻から高等学
校までの12年間を通して体験してきた生徒指導のイメージ・印象を変革するためには十
分な時間であるとはいえない。したがって、生徒指導は学校の教育課程全体を通して行わ
なけれぱならないことを念頭に置いたうえで、大学の教職課程における教職に関する授業
科欝担当者及び教科に関する授業科日担当者が連携して、教職志望学生の生徒指導に関す
る意識を考慮した生徒指導に関する指導も行っていく必要がある．
4　研究のまとめ
　本稿の鰹的は、教職志望学生の生徒指導に関する意識を検討することを通して、学校教
育現場における生徒指導を充実させるための教師間の生徒指導観の共通理解の墓盤を形成
するために、教職志望学生に対する大学における生徒指導に関する教育に求められている
ことを明らかにすることであった、
　調査結果より、教職志望学生の生徒指導に関する意識について、以下の3つの特徴が得
られた。
　まず第1は、学生たちの生徒指導に対する意識の偏りである。学生たちの多くは、小学
校から高等学校までの12年間の学校教育経験により、生徒指導に対する固定的なイメー
ジ・印象を持っていた。すなわち、生徒指導には集団指導と個別指導の側面があることを
意識しておらず、生徒指導とは校則、祉会的マナー、時間の厳守といった何らかの決まり
を守ることに対する全体指導、あるいは問題行動に対応する鰯別指導と捉えていた。
　第2に、「将来の懲己実現を図るための自己指導能力」とその基礎にあるとされる学校
生活場面における様々な噛巡選択や自己決定］とが結びついていなかったことである。
喰ぎ選択や自己決定の場や機会があった」と答えている学生でも、「将来の自己実現を図
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るための自己指導能力を育成するような指導」は「受けていないパ覚えていない」と薩
答している結果から、学校教育場面における「自己選択や自己決定］の経験がその先の
「自己実現と結びついていないことが示唆された。
　第3に、「自己選択や自己決定」の場や機会となりうる全児童生徒対象の活動であって
も、その活動における遣己選択や自己決定］の場や機会は僅かの学生にしか認識されて
いなかったことである。自己決定や自己選択を求める指導を行う場☆には、活動について
の主体性を持つことができるようにすることを同時に保障する必要がある．
　大学の教職課程においては、教職志望学生のこうした生徒指導に対する意識について、
生徒指導に関する授業科欝担当者及び特別活動の指導法の授業科圏担当者が共通理解を持
つことが必要である。そして、授業を通して教職を目指す学生たちが体験してきた生徒指
導の枠を超えることができるような指導、すなわち、生徒指導に対する固定的なイメー
ジ・印象を変革できるよう指導していくこと及び自らが学校教育を通して獲得した諸経験
を生徒指導の観点から捉えなおすための指導が求められる。さらに、生徒指導は学校の教
育課程全体を通して行わなければならないことを念頭に置いたうえで、教職に関する授業
科目担当者及び教科に関する授業科目担当者が大学の教職課程全体を通して指導する意識
を持って臼々の指導を行っていくことも求められる。
　大学の教職課程における生徒指導に関する指導を拡充することにより、既に持っている
生徒指導に関する意識を変革することを通して、教職志望学生たちが共通の生徒指導観を
持つことができれば、彼らが教師として学校教育現場に着任した際の生徒指導観の共通理
解の基盤となりうるはずである。
　本稿においては、生徒指導に関する意識のみを調査し、分析を行ったが、教育相談や進
路指導、特別活動の時間についても意識の調査を行い、生徒指導に関する教職志望学生の
意識をより明確に把握し、大学における生徒指導に関する指導の改善を隠指すことが今後
の課題である。
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